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　This study aims to seek effective learning strategies and teaching methods to develop capabilities to 
approach, think about, express, and process in mathematical learning by improving teaching and assessment 
from the perspective of integration in the teaching unit of the function y-ax2 and examining the eﬀects of these 
improvements.
　Self-regulated learning was introduced during the lessons, and the teaching focused on reﬂection; from an 
assessment perspective, a rubric for a criterion-referenced evaluation was created to execute a formative 
evaluation. As a result, the quantitative and qualitative changes in student performances that resulted from 
the integration of teaching and assessment were veriﬁed as a correlation between improvements in students’ 
capabilities to approach, think about, express, and process in mathematical learning and their performance level 
as well as improvements in self-evaluation abilities. Based on the above, this research revealed that teaching 
methods and learning strategies that implemented self-regulated learning and focused on each evaluation 
criterion worked eﬀectively and facilitated the acquisition of self-regulated learning skills.
Key words
　Self-regulated learning　Reﬂection　Rubric　Integration of teaching and assessment
A Study of the Development of Methods to “Approach and Think about”and“Express and 
Process” in Mathematics Learning: 
Using the Case of Teaching Unit of the Function y-ax2
KAWANAMI, Yoshizumi and OHNO, Masafumi
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定期考査 観点別成績 ふりかえり 記述の有効性 具体化 比較･考察 表現･処理
定期考査 1.000
観点別成績 ※※0.886 1.000
ふりかえり 0.350 0.326 1.000
記述の有効性 0.432 ＃0.673 0.264 1.000
具体化 0.424 0.599 -0.217 ※0.827 1.000
比較･考察 ※0.780 ※※0.878 0.189 ＃0.698 0.658 1.000




定期考査 観点別成績 教える役割 解法の見通し 解法の多様性 ふりかえり ワークの有効性
定期考査 1.000
観点別成績 ※※0.886 1.000
教える役割 ※※0.884 ※※0.900 1.000
解法の見通し ※0.828 ＃0.751 ※0.858 1.000
解法の多様性 ※0.824 0.592 ＃0.711 0.595 1.000
ふりかえり ※※0.880 ＃0.742 ※※0.886 ※0.832 ※0.815 1.000
ワークの有効性 0.320 0.324 0.397 0.443 0.004 0.551 1.000
※※p<.01　※p<.05　＃p<.10
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える相手に対し多様な解法を提供し柔軟に対応することが
できる。
③　「ふりかえり」の有効性を認知し，他者に教えながら自
己の学習状態を考察し，学習方略としての「ふりかえり」
を実践している。
　また，（表4.2）から，「ふりかえり」と「解法の見通し」，「解
法の多様性」にも統計的に有意な相関が見られることから，「ふ
りかえり」がきちんとできている生徒は問題解法に際し，より
効率的かつ効果的な方法を自分自身で選択し取り組んでいるこ
とが窺える。
　ここで，「グループワークの有効性」についての数値の低さは，
成績層や教える役割や解法に対する考え方等に関わりなく，多
くの生徒がその有効性を高く認知し，その認知度の差が小さい
ことに起因するものと考えられる。
2.2　質的変化
　生徒の「授業ふりかえりシート」への記述には，「ふりかえ
りの大切さの認知」と「記述の有効性に対する認知」に対する
内容が全体的な傾向として数多く現れており，自己調整学習方
略としての「自己評価能力」の向上が見られた（（表4.3）参照）。
　また，多くの生徒の答案記述に顕著な変化が現れた。答案の
中で数学的に表現・処理する技能を適切に利用し，解法の結果
に至るまでの論理的な思考の過程を言語として的確に記述表現
できるようになった。このことから多数の生徒が数学的な「見
方や考え方」「表現・処理」の能力を向上させたと考えられる。
2.3　本研究の学習プロセス
　Ⅰの（図1.1）で示した仮説モデルの検証結果として，Ⅳの
2.1量的変化，2.2質的変化から得られた結果を本研究の学習プ
ロセスとして（図4.1）に示すことができる。
Ⅴ．おわりに
　今回「総括的評価用ルーブリック」を提示できなかったが，
単元学習の初期の段階でこのルーブリックを生徒に示し到達目
標に向けて学習を行うことは，より自己調整の機能を高めると
推測される。さらに，中学の関数分野全体における総括的評価
用ルーブリックが作成できれば，発達的／長期的な評価が可能
になる。また，学習方略におけるピアラーニング／グループワ
ークでは，その活動中の役割を通して「ふりかえり」を行い，「見
方や考え方」の能力をより向上させていることが窺えた。学校
教育において他者と関わる中で自己を磨くことが，数学の「見
方や考え方」に効果を及ぼし，さらに自己調整機能を高め「主
体的に学習する」姿勢の育みにつながることが検証されれば大
変に意義のあることである。よって数学教科のまた自己調整の
学習方略として，ピアラーニング／グループワークの有効性を
さらに検証していくことは今後の大切な課題である。これらの
ことから総括的評価用ルーブリックとピアラーニング／グルー
プワークについての研究は，Ⅳの（図4.1）の学習プロセスに
さらなる有効性をもたらすものと考えられる。そしてこのよう
な発展性を持つこの学習プロセスは，多少の修正を施すことで
他領域においても適用でき，生徒が学習方略を自己調整しなが
ら自己の学力向上につなげていく学習モデルとして広範囲に貢
献できるものと考える。その有用性と汎用性を実際に多くの機
会を設けて検証していくことは今後の重要な課題である。
図4.1　【本研究の学習プロセス】
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